
 

 

 

 

 

 

 

2022 年２月 7 日 

博報堂⾏動デザイン研究所「with コロナ時代の⾏動デザイン予報」 
 

10 代を中心に安心・安全を意識し慎重に⾏動  

先の事より「とりあえず今を乗り切り」「どんな状況にも柔軟に対応したい」  

 

株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：⽔島正幸）の専⾨組織・博報堂⾏動デザイン研究所

は、デジタル時代の⾏動デザインモデル「PIX ループ™」を活用し、15〜69 歳スマートフォン保有の男⼥

1,000 名を対象に、コロナ禍において生活者の意識がどう変化したのかを調査しました。 

それらの結果を『with コロナ時代の⾏動デザイン予報 2022』としてご紹介いたします。 

  

【調査結果のポイント】 

コロナ禍による⾏動欲求、意識の変化 

 全年代で、安全・損失回避・簡便を求める「安心系欲求」は高い傾向。 

 10 代男⼥で「慎重な⾏動や自粛の継続」の支持が他年代と比べて高い。 

 もともと 10 代⼥性で高い数値を示す優越系欲求（独占欲、競争欲、顕示欲）/同調系欲求（追従欲、一

体欲）の回復傾向が見られる。 

コロナ禍による新しい生活様式がもたらした人生観や考え方の変化、デジタルライフの浸透 

 人生観や考え方の変化として「とりあえず今を乗り切る」が全体で 36.9％と最多。10 代が特に強い傾

向。次いで「柔軟に対応できるように準備や⾏動をしたい」が続く。 

 19 の情報⾏動ジャンルにおいて「デジタルのみで体験したい」との解答が優位なものは無く、10 代も

ほとんどのジャンルで「デジタル/リアルの使い分け」を支持。60 代においては、利用したことが無い

との回答が多いジャンル（ 「恋愛」「子ども関連」等）に対するデジタル体験への関心や利用意向が高く

みられる。 

 

【with コロナ時代の⾏動デザイン予報 2022】 

 

 博報堂⾏動デザイン研究所は、生活者の情報⾏動や欲求を捉えた「実際に人が動く」⾏動デザインを標

榜、ソリューションを提供しています。今後も変わりゆく生活者の⾏動を研究し、生活者を動かせるマーケ

ティング活動をサポートしてまいります。  

 

  

 生活者は全年代で安心・安全を重視して周りに合わせて慎重に行動することを意識しています。

一方で、10 代女性の“他者への関心”は少しずつ戻りつつあるため、感染対策を万全にしつつ、彼

ら向けの、人とのふれあいを感じることができるような施策が有効と思われます。 

 先行きの不透明感から、生活者は「 今」を懸命に乗り切ることを重視しています。将来に備えるより「 今」

を充実させるようなサービス・商品が注目されるのではないでしょうか。 

 シニア世代のデジタルサービスへの利用意向が高まっています。シニア向けの継続的な啓発やユ

ーザー体験の強化も重視していきましょう。 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂 広報室 大野・戸田 koho.mail@hakuhodo.co.jp  03-6441-6161 



【参考資料 1：全国的な非常事態宣言/まん延防止等重点措置解除直後（2021 年 10 月）における⾏動欲求や意

識の変化】 

 

 情報プール(Pool)※１及び気持ちの発火(Ignite)の元となる「12 欲求」 

当研究所が定義した「12 欲求」※２のコロナ禍における時系列変化をみると、安全・損失回避・簡便を求める

「安心系欲求」は全年代で引き続き高い傾向 （※１：参考資料３ ※２：参考資料４参照） 

 

 

もともと 10 代⼥性で高い数値を示す優越系欲求 （独占欲、競争欲、顕示欲）/同調系欲求 （追従欲、一体欲）

の回復傾向も見られた。 

 

 

 

 

※集計ベース：スマートフォン保有者 

 

 情報プールの今後の変化 

ジャンル別では、調査 19 項目のうち、 「観光やテーマパーク・旅⾏」「地元 （⾏きつけのお店 ・街）」や 「カフ

ェ」など、外出が絡むジャンルについて、全国的な非常事態宣言/まん延防止等重点措置解除直後に⾏動意向

復調の兆しが見られる一方、それ以外のジャンルでは、お金や時間の投資を控えていくという心理状態が続き、

抑制された⾏動の揺り戻しには慎重な傾向。 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

【独占欲】 【競争欲】 【顕示欲】

優越系欲求の時系列変化（20年5月→21年2月→21年10月）

男性10代 男性20代 男性30代 男性40代 男性50代 男性60代 女性10代 女性20代 女性30代 女性40代 女性50代 女性60代

（％）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

【一体欲】 【追従欲】 【容認欲】

同調系欲求の時系列変化（20年5月→21年2月→21年10月）

男性10代 男性20代 男性30代 男性40代 男性50代 男性60代 女性10代 女性20代 女性30代 女性40代 女性50代 女性60代
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【簡便欲】 【安全欲】 【損失回避欲】 【一体欲】 【追従欲】 【容認欲】 【独占欲】 【競争欲】 【顕示欲】 【発見欲】 【達成欲】 【愉楽欲】

安心系 同調系 優越系 充実系

12欲求の時系列変化（20年5月→21年2月→21年10月）

2020年5月 2021年2月 2021年10月



 

 

※集計ベース：スマートフォン保有者 

 

 

 

 

 

 



 

【参考資料 2：コロナ禍による新しい生活様式がもたらしたデジタルライフの浸透、人生観や考え方の変化】 

今回は、⻑期にわたる非常事態宣言等が明けた後の生活者欲求の変化以外に、デジタル体験の利用意向や今

後の人生観や考え方への影響といった視点を加えて生活者を捉えました。 

 

 新型コロナの見通しとそれに伴う⾏動 

新型コロナの見通しとそれに伴う⾏動については、総じて慎重派が多い。「慎重な⾏動や自粛を続けたい」と

いう項目では 10 代がトップ、秩序を守り常識的な⾏動を心掛けていることが伺える。 

 

 

※集計ベース：スマートフォン保有者 

 

 デジタル体験の利用意向 

「デジタルのみで体験したい」が優位な Pool ジャンルはなく、若年層でもデジタル/リアルの使い分けを支持

している。 
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※集計ベース：スマートフォン保有者 

 人生観や考え方の変化 

人生観や考え方の変化として、 「とりあえず今を乗り切る」は全体で 36.9％と最多。10 代から 20 代が特に強

い傾向。続いて「柔軟に対応できるように準備や⾏動したい」が 2 割台で 60 代に顕著。 
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とりあえず今を乗り切ることが重要だと感じるようになった

どんな状況になっても柔軟に対応できるように

準備や行動をしたいと感じるようになった

今をどう充実させるかを考えることが重要だと感じるようになった

今だけでなく、１年後～数年先を見据えて

準備や行動をしたいと感じるようになった

また不測のことが起こるかもしれないので、

あまり先のことを考えても仕方ないと感じるようになった

自分が好きなことをできるようになるためには、時には我慢して

社会全体の安心・安全につながる行動を取ることも大事だと感じるようになった

今から５～１０年以上の人生の先のことまで見据えて

準備や行動をしたいと感じるようになった

セカンドキャリアやセカンドライフをどう過ごすか考えるようになった

社会全体のことよりも自分の身を守ることの方が

重要だと感じるようになった

自分の都合や利益を犠牲にしてでも他人または社会のために

行動したいと感じるようになった

コロナ禍が人生観や考え方に与えた変化
（％）



 

※集計ベース：スマートフォン保有者 

調査概要 

【2021 年「情報行動・欲求に関する調査】 

実施時期：「 2021 年 10 月「 22「 日〜10 月「 26 日 

調査方法：「インターネットリサーチ（全国） 

対象者：「 15「 歳〜69「歳のスマートフォン保有の男女 

サンプル数：「 1,000「 人 
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コロナ禍が人生観や考え方に与えた変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　体



【参考資料３：SNS 時代の情報/⾏動デザインモデル】 

 

PIXループ™とは： 

スマートフォンや SNS の普及により生活者の情報/消費⾏動は大きく変化しています。“いまど

き”の生活者は、ネット通販サイトの「買い物カゴ」や写真共有アプリの「いいね」などサイト

やアプリの特性を使いこなして自身に相応しい情報を巧みに貯め、「⾏ってみた」「やってみた」

など所有や購買に固執せずとも気持ちを満たせる⾏動を積極的に取っています。そのため従来の

マーケティング手法では捉えにくい層となっていました。 

 

博報堂⾏動デザイン研究所は、彼らは“情報⾏動”と“消費⾏動”を明確に区別しておらず、『Pool 

(情報を引き寄せ貯めておく)』⇒『Ignite (気持ちに火が点く)』⇒『eXpand (体験をやってみて情

報圏を拡げる)』という⾏動をループさせながら自己充足を図っていることを発見、次世代型⾏

動デザインモデル「PIX ループ™」を開発いたしました。この生活者主体の情報/体験⾏動ループ

の中に、いかに企業/ブランドが入り込み、消費（購買/契約）⾏動に結びつく施策をプロットし

ていけるかがこれからのマーケティングの成否を握ると考えます。 

 

【参考資料４：当研究所が定義した情報プール（Pool）、気持ちの発火（Ignite）の元となる「12 欲求」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<過去の調査リリース> 

こちらも併せてご参照ください。 

 

●博報堂⾏動デザイン研究所、“情報をプールする”生活者を捉える デジタル時代の⾏動デザイン

モデル「PIX ループ™」を開発（2019 年 11 月 21 日リリース） 

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/75158/ 

 

●博報堂⾏動デザイン研究所、「アフターコロナにおける⾏動デザイン予報」を発表 

（2020 年 7 月 20 日リリース） 

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/83247/ 

 

●博報堂⾏動デザイン研究所、博報堂⾏動デザイン研究所、情報⾏動・欲求及び新型コロナウイル

ス感染予防意識・予防⾏動の全国調査を実施 

（2021 年 3 月 3 日リリース） 

https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/89070/ 
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